
平
成
十
八
年
内
閣
府
・
総
務
省
・
法
務
省
・
外
務
省
・
財

務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経

済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
第
二
号

温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
等
の
報
告
等
に
関
す

る
命
令

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年

法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十

一
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
一
条
の
四
第
三

項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
一
条
の
五
第
三
項
、
第
二
十
一

条
の
八
第
一
項
、
第
三
十
一
条
並
び
に
第
三
十
一
条
の
二

第
三
項
並
び
に
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

施
行
令
（
平
成
十
一
年
政
令
第
百
四
十
三
号
）
第
七
条
及

び
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る

た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
の
報
告
等
に
関
す
る

命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条―

第
三
条
）

第

二

章

　

特
定
事
業
所
排
出
者
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス

算
定
排
出
量
の
報
告
等
（
第
四
条―

第
十
二

条
）

第

三

章

　

特
定
輸
送
排
出
者
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算

定
排
出
量
の
報
告
等
（
第
十
三
条―

第
二
十

条
）

第
四
章
　
雑
則
（
第
二
十
条
の
二―

第
二
十
三
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
用
語
）

第
一
条
　
こ
の
命
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
地
球

温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用

す
る
用
語
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用

語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一
　
「
特
定
事
業
所
排
出
者
」
と
は
、
令
第
五
条
第
一

号
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
を

い
う
。

二
　
「
特
定
輸
送
排
出
者
」
と
は
、
令
第
五
条
第
二
号

か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。

三
　
「
特
定
事
業
所
」
と
は
、
令
第
六
条
に
掲
げ
る
事

業
所
を
い
う
。

四
　
「
調
整
後
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
」
と
は
、
特
定

排
出
者
が
事
業
活
動
に
伴
い
排
出
し
た
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
を
、
特
定
排
出
者
が
取
得
等
を
し
た
国

内
認
証
排
出
削
減
量
及
び
海
外
認
証
排
出
削
減
量
等

を
勘
案
し
て
、
環
境
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
が
定

め
る
方
法
に
よ
り
調
整
し
て
得
た
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
を
い
う
。

五
　
「
国
内
認
証
排
出
削
減
量
」
と
は
、
国
内
に
お
け

る
他
の
者
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
等

に
寄
与
す
る
各
種
の
取
組
に
よ
り
削
減
等
が
さ
れ
た

二
酸
化
炭
素
の
量
と
し
て
、
環
境
大
臣
及
び
経
済
産

業
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。

六
　
「
海
外
認
証
排
出
削
減
量
」
と
は
、
海
外
に
お
け

る
他
の
者
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
等

に
寄
与
す
る
各
種
の
取
組
に
よ
り
削
減
等
が
さ
れ
た

二
酸
化
炭
素
の
量
と
し
て
、
環
境
大
臣
及
び
経
済
産

業
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。

七
　
「
非
化
石
電
源
二
酸
化
炭
素
削
減
相
当
量
」
と
は
、

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
環
境
適
合
利
用
及
び
化
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
。
第
四
条

の
二
第
一
項
に
お
い
て
「
高
度
化
法
」
と
い
う
。
）

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

を
い
う
。
）
を
電
気
に
変
換
す
る
こ
と
に
よ
り
削
減

が
さ
れ
た
二
酸
化
炭
素
の
量
と
し
て
、
環
境
大
臣
及

び
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。

八
　
「
識
別
番
号
」
と
は
、
国
内
認
証
排
出
削
減
量
又

は
海
外
認
証
排
出
削
減
量
を
一
単
位
ご
と
に
識
別
す

る
た
め
に
付
さ
れ
た
文
字
及
び
数
字
を
い
う
。

第
二
条
　
削
除

（
算
定
排
出
量
算
定
期
間
）

第
三
条
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る

期
間
（
以
下
「
算
定
排
出
量
算
定
期
間
」
と
い
う
。
）

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
物
質

に
つ
い
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一
　
二
酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
及
び
一
酸
化
二
窒
素
　
四

月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

二
　
令
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ

ー
ボ
ン
（
以
下
単
に
「
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ

ン
」
と
い
う
。
）
、
令
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
パ
ー
フ

ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
（
以
下
単
に
「
パ
ー
フ
ル
オ
ロ
カ

ー
ボ
ン
」
と
い
う
。
）
、
六
ふ
っ
化
硫
黄
及
び
三
ふ
っ

化
窒
素
　
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

第
二
章
　
特
定
事
業
所
排
出
者
に
係
る
温
室
効
果

ガ
ス
算
定
排
出
量
の
報
告
等

（
報
告
の
方
法
等
）

第
四
条
　
特
定
事
業
所
排
出
者
が
行
う
法
第
二
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
毎
年
度
七
月
末
日
ま
で

に
、
同
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
報

告
書
を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
当
該
期

限
ま
で
に
提
出
し
て
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き

は
、
環
境
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘

案
し
て
定
め
る
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２
　
特
定
事
業
所
排
出
者
が
行
う
法
第
二
十
六
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
報
告
に
係
る
同
項
の
主
務
省
令
で
定
め

る
事
項
（
特
定
事
業
所
に
係
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
報

告
に
係
る
同
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
除
く
。
）

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
第
二
号
に
掲
げ
る
事

項
に
つ
い
て
は
当
該
特
定
事
業
所
排
出
者
が
令
第
五
条

第
十
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か

で
あ
る
場
合
に
限
り
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
は
当
該
特
定
事
業
所
排
出
者
が
同
条
第
一
号
に
掲
げ

る
者
で
あ
る
場
合
に
限
り
、
第
五
号
か
ら
第
十
一
号
ま

で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
当
該
特
定
事

業
所
排
出
者
が
同
条
第
十
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
に
掲

げ
る
者
で
あ
る
場
合
に
限
り
、
第
十
三
号
に
掲
げ
る
事

項
に
つ
い
て
は
当
該
特
定
事
業
所
排
出
者
が
国
内
認
証

排
出
削
減
量
、
海
外
認
証
排
出
削
減
量
又
は
非
化
石
電

源
二
酸
化
炭
素
削
減
相
当
量
を
用
い
て
調
整
後
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
を
算
定
し
た
場
合
に
限
る
。
）
と
す
る
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
法
人
番
号
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条

第
十
五
項
に
規
定
す
る
法
人
番
号
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
及
び
代
表
者
の
氏
名

二
　
特
定
事
業
所
排
出
者
に
お
い
て
常
時
使
用
さ
れ
る

従
業
員
の
数

三
　
特
定
事
業
所
排
出
者
に
お
い
て
行
わ
れ
る
事
業

四
　
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
用
に
伴
っ
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
温

室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量

五
　
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
に
お
け
る
二
酸
化

炭
素
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
温
室
効

果
ガ
ス
算
定
排
出
量

六
　
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
に
お
け
る
メ
タ
ン

の
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量

七
　
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
に
お
け
る
一
酸
化

二
窒
素
の
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量

八
　
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
に
お
け
る
ハ
イ
ド

ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出

量
の
合
計
量

九
　
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
に
お
け
る
パ
ー
フ

ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
の

合
計
量

十
　
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
に
お
け
る
六
ふ
っ

化
硫
黄
の
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量

十
一
　
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
に
お
け
る
三
ふ

っ
化
窒
素
の
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量

十
二
　
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
に
お
け
る
調
整

後
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

十
三
　
国
内
認
証
排
出
削
減
量
の
種
別
ご
と
の
合
計

量
、
海
外
認
証
排
出
削
減
量
の
種
別
ご
と
の
合
計
量

及
び
非
化
石
電
源
二
酸
化
炭
素
削
減
相
当
量
の
種
別

ご
と
の
合
計
量

３
　
特
定
事
業
所
排
出
者
が
行
う
特
定
事
業
所
に
係
る
法

第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
係
る
同
項

の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

事
項
（
第
三
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
特
定
事
業
所
が
令
第
六
条
第

一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
所
に
該
当
す
る

場
合
に
限
る
。
）
と
す
る
。

一
　
特
定
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

二
　
特
定
事
業
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
事
業

三
　
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
に
お
け
る
特
定
事

業
所
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
伴
っ
て
発
生
す
る
二

酸
化
炭
素
の
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量

四
　
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
に
お
け
る
特
定
事

業
所
の
二
酸
化
炭
素
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。
）
の
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量

五
　
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
に
お
け
る
特
定
事

業
所
の
メ
タ
ン
の
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量

六
　
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
に
お
け
る
特
定
事

業
所
の
一
酸
化
二
窒
素
の
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排

出
量

七
　
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
に
お
け
る
特
定
事

業
所
の
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
温
室
効
果

ガ
ス
算
定
排
出
量
の
合
計
量

八
　
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
に
お
け
る
特
定
事

業
所
の
パ
ー
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
温
室
効
果
ガ
ス

算
定
排
出
量
の
合
計
量

九
　
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
に
お
け
る
特
定
事

業
所
の
六
ふ
っ
化
硫
黄
の
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排

出
量

十
　
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
に
お
け
る
特
定
事

業
所
の
三
ふ
っ
化
窒
素
の
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排

出
量

４
　
特
定
事
業
所
排
出
者
が
電
気
事
業
の
用
に
供
す
る
発

電
所
又
は
熱
供
給
事
業
の
用
に
供
す
る
熱
供
給
施
設
を

設
置
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
第
二
項
第
四
号
及
び
前

項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
の
報
告
（
同
号
に
掲
げ
る
事

項
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
特
定
事
業
所
に
お
け
る
主
た

る
事
業
が
電
気
事
業
又
は
熱
供
給
事
業
で
あ
る
場
合
に

限
る
。
）
は
、
特
定
排
出
者
の
事
業
活
動
に
伴
う
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
算
定
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十

八
年
経
済
産
業
省
令
・
環
境
省
令
第
三
号
。
以
下
「
算

1



定
省
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
方

法
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
伴
っ
て

発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
一
を
乗
じ
て
得
た

量
及
び
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
算
定
さ

れ
る
当
該
物
質
の
排
出
量
に
一
を
乗
じ
て
得
た
量
の
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

５
　
第
二
項
第
五
号
及
び
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

の
報
告
は
、
特
定
事
業
所
排
出
者
に
お
い
て
行
わ
れ
た

次
の
各
号
に
掲
げ
る
二
酸
化
炭
素
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

用
に
伴
っ
て
発
生
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
排
出
を
伴

う
事
業
活
動
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
量
を

合
算
す
る
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
当
該
物
質
の
排
出

量
に
一
を
乗
じ
て
得
た
量
及
び
当
該
特
定
事
業
所
排
出

者
に
お
い
て
行
わ
れ
た
令
別
表
第
七
の
中
欄
に
掲
げ
る

当
該
物
質
の
排
出
を
伴
う
事
業
活
動
（
次
の
各
号
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
量
（
当
該
各
号
に
定
め
る
量
を
除
く
。
）
を
合

算
す
る
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
当
該
物
質
の
排
出
量

に
一
を
乗
じ
て
得
た
量
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
行
う
も

の
と
す
る
。

一
　
廃
棄
物
の
焼
却
（
当
該
廃
棄
物
が
燃
料
（
廃
棄
物

燃
料
を
除
く
。
）
に
代
え
て
燃
焼
の
用
に
供
さ
れ
る

場
合
に
限
る
。
）
又
は
算
定
省
令
第
三
条
第
十
三
項

各
号
に
掲
げ
る
用
途
へ
の
使
用
　
令
別
表
第
七
の
六

の
項
の
下
欄
の
イ
に
掲
げ
る
量

二
　
廃
棄
物
燃
料
の
使
用
　
令
別
表
第
七
の
六
の
項
の

下
欄
の
ロ
に
掲
げ
る
量

６
　
特
定
事
業
所
排
出
者
が
行
う
法
第
二
十
六
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
当
該
報
告
が
法
第
二
十
七
条

第
一
項
の
請
求
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
有
無
及
び

法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
提
供
の
有
無
を

明
ら
か
に
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

７
　
二
以
上
の
事
業
を
行
う
特
定
事
業
所
排
出
者
が
行
う

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
当
該

特
定
事
業
所
排
出
者
に
係
る
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
に

対
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
第
一
項
に
規
定
す
る
報
告
書
の
様
式
は
、
様
式
第
一

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
の
二
　
前
条
第
二
項
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
に

掲
げ
る
事
項
の
報
告
は
、
国
内
認
証
排
出
削
減
量
及
び

海
外
認
証
排
出
削
減
量
の
種
別
、
数
量
及
び
識
別
番

号
、
非
化
石
証
書
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
環
境
適
合
利
用
及
び
化
石
エ
ネ
ル
ギ

ー
原
料
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
（
平
成
二
十
二
年
経
済
産
業
省
令
第
四
十
三
号
）
第

四
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
非
化
石
証
書
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
種
別
、
非
化

石
証
書
に
係
る
電
力
の
量
及
び
算
定
排
出
量
算
定
期
間

に
お
い
て
事
業
活
動
に
伴
い
使
用
さ
れ
た
他
人
か
ら
供

給
さ
れ
た
電
気
の
量
の
う
ち
電
気
事
業
者
（
高
度
化
法

第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
電
気
事
業
者
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
う
小
売
供

給
の
用
に
供
す
る
電
気
と
し
て
供
給
さ
れ
た
も
の
の
量

に
調
整
後
排
出
係
数
（
第
二
十
条
の
二
に
規
定
す
る
調

整
後
排
出
係
数
を
い
う
。
）
の
う
ち
当
該
電
気
を
供
給

す
る
電
気
事
業
者
の
も
の
を
乗
じ
て
得
ら
れ
る
量
そ
の

他
調
整
後
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
算
定
に
必
要
な
情

報
に
つ
い
て
の
事
業
所
管
大
臣
に
対
す
る
説
明
と
併
せ

て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
事
業
所
管
大
臣
は
、
前
項
の
説
明
を
受
け
た
と
き

は
、
そ
の
内
容
を
環
境
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
に
通

知
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
二
以
上
の
事
業
を
行
う
特
定
事
業
所
排
出
者
が
行
う

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
は
、
当
該
特
定
事
業
所
排

出
者
に
係
る
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
に
対
し
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
　
次
に
掲
げ
る
算
定
方
法
又
は
係
数
を
用
い
て
温

室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
を
算
定
し
た
特
定
事
業
所
排

出
者
が
行
う
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報

告
は
、
当
該
算
定
方
法
又
は
係
数
に
つ
い
て
の
事
業
所

管
大
臣
に
対
す
る
説
明
と
併
せ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
令
第
七
条
第
一
項
第
一
号
イ
（
１
）
及
び
（
３
）

並
び
に
別
表
第
七
か
ら
別
表
第
十
三
ま
で
の
下
欄
に

定
め
る
算
定
方
法
又
は
係
数
と
異
な
る
算
定
方
法
又

は
係
数

二
　
算
定
省
令
第
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び

第
六
項
並
び
に
第
三
条
か
ら
第
八
条
の
二
ま
で
に
定

め
る
算
定
方
法
又
は
係
数
と
異
な
る
算
定
方
法
又
は

係
数

三
　
算
定
省
令
第
二
条
第
四
項
に
定
め
る
係
数

２
　
事
業
所
管
大
臣
は
、
前
項
の
説
明
を
受
け
た
と
き

は
、
そ
の
内
容
を
環
境
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
に
通

知
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
二
以
上
の
事
業
を
行
う
特
定
事
業
所
排
出
者
が
行
う

第
一
項
の
説
明
は
、
当
該
特
定
事
業
所
排
出
者
に
係
る

事
業
を
所
管
す
る
大
臣
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
連
鎖
化
事
業
者
に
係
る
定
型
的
な
約
款
の
定
め
）

第
五
条
の
二
　
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定

め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
加
盟
者
が
設
置
す

る
事
業
所
に
お
い
て
排
出
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る

物
質
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
と
す

る
。

一
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
伴
っ
て
発
生
す
る
二
酸
化

炭
素
　
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
状
況
の
報
告
に
関
す
る

事
項

ロ
　
空
気
調
和
設
備
、
冷
凍
機
器
若
し
く
は
冷
蔵
機

器
、
照
明
器
具
又
は
調
理
用
機
器
若
し
く
は
加
熱

用
機
器
の
機
種
、
性
能
又
は
使
用
方
法
の
指
定
に

関
す
る
事
項

二
　
前
号
に
掲
げ
る
温
室
効
果
ガ
ス
以
外
の
温
室
効
果

ガ
ス
　
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
温
室
効
果
ガ
ス
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
伴
っ

て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
を
除
く
。
ロ
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
排
出
を
伴
う
事
業
活
動
の
状
況
の
報

告
に
関
す
る
事
項

ロ
　
イ
の
報
告
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
区
分
に
応

じ
、
令
別
表
第
七
か
ら
別
表
第
十
三
ま
で
に
掲
げ

る
事
業
活
動
に
係
る
設
備
の
機
種
、
性
能
又
は
使

用
方
法
の
指
定
に
関
す
る
事
項

２
　
連
鎖
化
事
業
者
と
加
盟
者
と
の
間
で
締
結
し
た
約
款

以
外
の
契
約
書
又
は
連
鎖
化
事
業
者
が
定
め
た
方
針
、

行
動
規
範
若
し
く
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
前
項
各
号
に
規
定

す
る
事
項
に
関
す
る
定
め
が
あ
っ
て
、
当
該
事
項
を
遵

守
す
る
よ
う
約
款
に
定
め
が
あ
る
場
合
に
は
、
約
款
に

当
該
各
号
の
定
め
が
あ
る
も
の
と
み
な
す
。

（
権
利
利
益
の
保
護
に
係
る
請
求
の
方
法
）

第
六
条
　
特
定
事
業
所
排
出
者
が
行
う
法
第
二
十
七
条
第

一
項
の
請
求
は
、
毎
年
度
七
月
末
日
ま
で
に
、
第
四
条

第
一
項
に
規
定
す
る
報
告
書
と
併
せ
て
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
提
出
し
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得

な
い
事
由
に
よ
り
当
該
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
行
う
こ

と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
環
境
大
臣
及
び
経
済
産
業

大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
限
ま
で
に
提

出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て

は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
公
に
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
特
定
事
業
所
排

出
者
の
権
利
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
思

料
す
る
第
四
条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で

及
び
同
条
第
三
項
第
三
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
規
定

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
名
称
及
び
温
室
効
果
ガ
ス
算

定
排
出
量
（
同
条
第
二
項
第
八
号
及
び
第
九
号
並
び

に
同
条
第
三
項
第
七
号
及
び
第
八
号
に
規
定
す
る
温

室
効
果
ガ
ス
に
あ
っ
て
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排

出
量
の
合
計
量
）
又
は
調
整
後
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
若
し
く
は
同
条
第
二
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
事
項

三
　
前
号
に
規
定
す
る
量
の
情
報
が
公
に
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
当
該
特
定
事
業
所
排
出
者
の
権
利
利
益
が

害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
思
料
す
る
理
由
及
び
そ

の
根
拠
と
な
る
事
実

２
　
二
以
上
の
事
業
を
行
う
特
定
事
業
所
排
出
者
が
行
う

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
は
、
当
該

請
求
に
係
る
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
に
対
し
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
に
規
定
す
る
請
求
書
の
様
式
は
、
様
式
第
一

の
二
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
権
利
利
益
の
保
護
請
求
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定

排
出
量
の
合
計
量
）

第
七
条
　
法
第
二
十
七
条
の
主
務
省
令
で
定
め
る
合
計
し

た
量
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
特
定
事
業
所
排
出
者
が
行
う
法
第
二
十
六
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
報
告
さ
れ
る
事
項
に
あ
っ
て

は
、
特
定
事
業
所
排
出
者
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算

定
排
出
量
を
当
該
特
定
事
業
所
排
出
者
に
係
る
事
業

ご
と
に
合
計
し
た
量

二
　
特
定
事
業
所
排
出
者
が
行
う
特
定
事
業
所
に
係
る

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
報
告
さ
れ

る
事
項
に
あ
っ
て
は
、
特
定
事
業
所
排
出
者
に
係
る

温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
を
当
該
特
定
事
業
所
ご

と
に
合
計
し
た
量

２
　
前
項
第
一
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
得
ら
れ
る
合

計
し
た
量
を
も
っ
て
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
特
定
事
業
所
排
出
者
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定

排
出
量
の
通
知
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
通
知

は
、
当
該
特
定
事
業
所
排
出
者
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス

算
定
排
出
量
を
第
四
条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
十
一
号

ま
で
に
掲
げ
る
量
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
合
計
し
た
量
を
も

っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
及
び
第
四
項

に
規
定
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
前
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
得
ら
れ
る
合
計
し
た

量
を
も
っ
て
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通

知
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な

事
情
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
通
知
は
、
当
該
量
を

合
計
し
た
量
を
も
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

次
項
に
規
定
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
前
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
得
ら
れ
る
合
計
し
た

量
を
も
っ
て
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通

知
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な

事
情
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
通
知
は
、
第
二
項
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
得
ら
れ
る
合
計
し
た
量
の
う

ち
、
通
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
特
定
事
業
所
排
出

者
の
権
利
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
を
合

計
し
た
量
を
も
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

５
　
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
得
ら
れ
る

合
計
し
た
量
を
も
っ
て
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
特
定
事
業
所
排
出
者
の
特
定
事
業
所
に
係
る
温
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室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
の
通
知
を
行
う
こ
と
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
お

け
る
当
該
通
知
は
、
当
該
特
定
事
業
所
排
出
者
に
係
る

温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
を
第
四
条
第
三
項
第
三
号

か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
量
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
合
計

し
た
量
を
も
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
項

及
び
第
七
項
に
規
定
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

６
　
前
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
得
ら
れ
る
合
計
し
た

量
を
も
っ
て
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通

知
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な

事
情
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
通
知
は
、
当
該
量
を

合
計
し
た
量
を
も
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

次
項
に
規
定
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

７
　
前
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
得
ら
れ
る
合
計
し
た

量
を
も
っ
て
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通

知
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な

事
情
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
通
知
は
、
第
五
項
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
得
ら
れ
る
合
計
し
た
量
の
う

ち
、
通
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
特
定
事
業
所
排
出

者
の
権
利
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
を
合

計
し
た
量
を
も
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

８
　
法
第
二
十
八
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に

よ
り
行
う
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
事
業
所
排

出
者
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
の
通
知
は
、

当
該
特
定
事
業
所
排
出
者
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定

排
出
量
及
び
前
各
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
得
ら
れ

る
合
計
し
た
量
の
う
ち
、
通
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
当

該
特
定
事
業
所
排
出
者
の
権
利
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ

れ
が
な
い
も
の
の
通
知
と
併
せ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
特
定
事
業
所
排
出
者
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排

出
量
の
集
計
の
方
法
）

第
八
条
　
法
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
事

業
所
排
出
者
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
の
集

計
は
、
第
四
条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に

掲
げ
る
量
に
つ
い
て
は
企
業
そ
の
他
の
事
業
者
（
国
及

び
地
方
公
共
団
体
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
業
種

ご
と
に
、
同
条
第
三
項
第
三
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲

げ
る
量
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
ご
と
に
集
計
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
集
計
結
果
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
の
合

計
量
の
通
知
）

第
九
条
　
法
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
集
計
し

た
結
果
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
で
あ
っ
て

特
定
事
業
所
排
出
者
に
係
る
も
の
が
通
知
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
法
第
二
十
七
条
第
三
項
の
決
定
に
係
る
特
定

事
業
所
排
出
者
の
権
利
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
お
け
る
法
第
二
十
八
条
第
四
項
た
だ
し
書
の

規
定
に
よ
る
通
知
は
、
当
該
集
計
結
果
に
係
る
温
室
効

果
ガ
ス
算
定
排
出
量
を
前
条
に
規
定
す
る
集
計
の
項
目

ご
と
に
合
計
し
た
量
を
も
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
次
項
に
規
定
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

２
　
前
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
得
ら
れ
る
合
計
し
た

量
が
通
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
法
第
二
十
七
条
第
三

項
の
決
定
に
係
る
特
定
事
業
所
排
出
者
の
権
利
利
益
が

害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
法
第
二
十
八

条
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
前
項
に

規
定
す
る
当
該
集
計
結
果
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定

排
出
量
の
う
ち
、
通
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
特
定

事
業
所
排
出
者
の
権
利
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な

い
も
の
を
前
条
に
規
定
す
る
集
計
の
項
目
ご
と
に
合
計

し
た
量
を
も
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
前
二
項
の
通
知
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
集
計

結
果
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
の
う
ち
、
通

知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
特
定
事
業
所
排
出
者
の
権

利
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
併
せ
て
行

う
も
の
と
す
る
。

（
環
境
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
に
よ
る
集
計
結
果
に

係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
の
合
計
量
の
通
知
の

求
め
）

第
十
条
　
法
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
集
計
し

た
結
果
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
で
あ
っ
て

特
定
事
業
所
排
出
者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
の
法
第
二

十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
求
め
は
、
法
第

二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
当
該
集
計
結
果
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出

量
を
、
第
八
条
に
規
定
す
る
集
計
の
項
目
ご
と
に
合
計

し
た
量
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
特
定
事
業
所
排
出
者
に
係
る
調
整
後
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
集
計
の
方
法
）

第
十
条
の
二
　
特
定
事
業
所
排
出
者
に
係
る
調
整
後
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
集
計
は
、
企
業
そ
の
他
の
事
業
者

ご
と
に
集
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
の
増
減
の
状
況
に
関
す

る
情
報
そ
の
他
の
情
報
の
提
供
）

第
十
一
条
　
特
定
事
業
所
排
出
者
が
行
う
法
第
三
十
二
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
は
、
第
四
条
第
一

項
に
規
定
す
る
報
告
書
に
、
様
式
第
二
に
よ
る
書
類
を

添
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
と
の
関
係
）

第
十
二
条
　
令
第
八
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
及
び

第
六
項
の
表
の
下
欄
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

第
四
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
並
び
に
同
条
第
三

項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九

号
）
第
十
六
条
第
一
項
（
同
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

同
法
第
二
十
八
条
第
一
項
（
同
法
第
五
十
二
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

又
は
同
法
第
四
十
条
第
一
項
（
同
法
第
五
十
二
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
う
ち
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
に
係
る
事
項
に
関
す
る
部
分
（
同
法
第
三
十
一
条

第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
管
理
統
括
事
業
者
（
次
項
に

お
い
て
単
に
「
認
定
管
理
統
括
事
業
者
」
と
い
う
。
）

に
あ
っ
て
は
、
当
該
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
伴
っ
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
に
つ
い
て
の
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
報
告
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
章
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規

定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条

の
二
第

一
項

事業所管大臣

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）

第
十
六
条
第
一
項
（
同
法
第
五
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
同
法
第

二
十
八
条
第
一
項
（
同
法
第
五
十
二
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
同
法

第
四
十
条
第
一
項
（
同
法
第
五
十
二
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
規
定
す

る
主
務
大
臣

第
四
条

の
二
第

二
項
並

び
に
第

五
条
第

一
項
及

び
第
二

項

事業所管大臣

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法

律
第
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
第
一

項
又
は
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主

務
大
臣

第
四
条

の
二
第

三
項
、

事業を

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法

律
第
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
第
一

第
五
条

第
三
項

及
び
第

六
条
第

二
項

所管する大臣

項
又
は
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主

務
大
臣

３
　
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

等
に
関
す
る
法
律
第
八
十
四
条
第
三
項
、
第
八
十
五
条

第
三
項
又
は
第
八
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告

の
う
ち
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
係
る
事
項
に
関
す
る

部
分
（
認
定
管
理
統
括
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
者

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
伴

っ
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
つ
い
て
の
法

第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
と
み
な
さ
れ

る
場
合
に
お
け
る
こ
の
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に

掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字

句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条

の
二
第

一
項

事
業
所

管
大
臣

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十

九
号
）
第
八
十
四
条
第
三
項
、
第
八
十

五
条
第
三
項
又
は
第
八
十
六
条
第
三
項

に
規
定
す
る
主
務
大
臣

第
四
条

の
二
第

二
項
並

び
に
第

五
条
第

一
項
及

び
第
二

項

事
業
所

管
大
臣

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す

る
法
律
第
八
十
四
条
第
三
項
、
第
八
十

五
条
第
三
項
又
は
第
八
十
六
条
第
三
項

に
規
定
す
る
主
務
大
臣

第
四
条

の
二
第

三
項
、

第
五
条

第
三
項

及
び
第

六
条
第

二
項

事
業
を

所
管
す

る
大
臣

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す

る
法
律
第
八
十
四
条
第
三
項
、
第
八
十

五
条
第
三
項
又
は
第
八
十
六
条
第
三
項

に
規
定
す
る
主
務
大
臣

第
六
条

第
一
項

第
四
条

第
一
項

に
規
定

す
る
報

第
四
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
項
第

一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た

上
で
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告
書
と

併
せ
て

第
十
一

条

第
四
条

第
一
項

に
規
定

す
る
報

告
書
に

、
様
式

第
二
に

よ
る
書

類
を
添

付
す
る

毎
年
度
七
月
末
日
（
災
害
そ
の
他
や
む

を
得
な
い
事
由
に
よ
り
当
該
期
限
ま
で

に
提
出
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き

は
、
環
境
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
が

当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
限
と

す
る
。
）
ま
で
に
、
第
四
条
第
二
項
第

一
号
及
び
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事

項
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
様
式
第
二

に
よ
る
書
類
を
提
出
す
る

４
　
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

等
に
関
す
る
法
律
第
四
十
条
第
一
項
（
同
法
第
五
十
二

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
う
ち
同
法
第
三
十

一
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
関
係
事
業
者

（
次
項
に
お
い
て
単
に
「
管
理
関
係
事
業
者
」
と
い
う

。
）
で
あ
っ
て
特
定
排
出
者
で
あ
る
も
の
の
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
に
係
る
事
項
に
関
す
る
部
分
が
当
該
者
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
伴
っ
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
に
つ
い
て
の
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
報
告
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
章
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

第
四
条
の

二
第
一
項

事

業

所

管

大
臣

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律

第
四
十
九
号
）
第
四
十
条
第
一
項

（
同
法
第
五
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
主

務
大
臣

第
四
条
の

二
第
二
項

並
び
に
第

五
条
第
一

項
及
び
第

二
項

事

業

所

管

大
臣

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に

関
す
る
法
律
第
四
十
条
第
一
項
に
規

定
す
る
主
務
大
臣

第
四
条
の

二
第
三
項
、

第
五
条
第

三
項
及
び

事

業

を

所

管

す
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に

関
す
る
法
律
第
四
十
条
第
一
項
に
規

定
す
る
主
務
大
臣

第
六
条
第

二
項

る

大

臣

５
　
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

等
に
関
す
る
法
律
第
八
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

報
告
の
う
ち
管
理
関
係
事
業
者
で
あ
っ
て
特
定
排
出
者

で
あ
る
も
の
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
係
る
事
項
に

関
す
る
部
分
が
当
該
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
伴
っ

て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
つ
い
て
の
法
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
と
み
な
さ
れ
る

場
合
に
お
け
る
こ
の
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ

る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第

四

条

の

二

第

一
項

事

業

所

管
大
臣

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律

第
四
十
九
号
）
第
八
十
六
条
第
三
項

に
規
定
す
る
主
務
大
臣

第

四

条

の

二

第

二

項

並

び

に

第

五

条

第

一

項

及

び

第

二

項

事

業

所

管
大
臣

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に

関
す
る
法
律
第
八
十
六
条
第
三
項
に

規
定
す
る
主
務
大
臣

第

四

条

の

二

第

三

項

、

第

五

条

第

三

項

及

び

第

六

条

第

二
項

事

業

を

所

管

す

る
大
臣

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に

関
す
る
法
律
第
八
十
六
条
第
三
項
に

規
定
す
る
主
務
大
臣

第

六

条

第
一
項

第

四

条

第

一

項

に

規

定

す

る

報

告

書

と

併
せ
て

第
四
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
項

第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に

し
た
上
で

第

十

一

条

第

四

条

第

一

項

に

規

定

す

る

報

告
書
に
、

毎
年
度
七
月
末
日
（
災
害
そ
の
他
や

む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
当
該
期
限

ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
と
き
は
、
環
境
大
臣
及
び
経
済
産

業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定

様

式

第

二

に

よ

る

書

類

を

添

付

す
る

め
る
期
限
と
す
る
。
）
ま
で
に
、
第
四

条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
項
第
一

号
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た

上
で
、
様
式
第
二
に
よ
る
書
類
を
提

出
す
る

第
三
章
　
特
定
輸
送
排
出
者
に
係
る
温
室
効
果
ガ

ス
算
定
排
出
量
の
報
告
等

（
報
告
の
方
法
等
）

第
十
三
条
　
特
定
輸
送
排
出
者
が
行
う
法
第
二
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
毎
年
度
（
次
の
各
号
に

掲
げ
る
特
定
輸
送
排
出
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
年
度
以
降
、
毎
年
度
。
第
十
五
条
第
一
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
六
月
末
日
ま
で
に
、
法
第
二
十
六
条
第

一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書

を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災

害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
当
該
期
限
ま
で

に
提
出
し
て
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
環
境

大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定

め
る
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
令
第
五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

等
に
関
す
る
法
律
第
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度

二
　
令
第
五
条
第
六
号
に
掲
げ
る
者
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

等
に
関
す
る
法
律
第
百
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度

三
　
令
第
五
条
第
九
号
に
掲
げ
る
者
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

等
に
関
す
る
法
律
第
百
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度

２
　
特
定
輸
送
排
出
者
が
行
う
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
報
告
に
係
る
同
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る

事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
法
人
番
号
及
び
代
表
者
の
氏
名

二
　
特
定
輸
送
排
出
者
に
お
い
て
行
わ
れ
る
事
業

三
　
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
用
に
伴
っ
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
温

室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量

３
　
特
定
輸
送
排
出
者
が
行
う
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
報
告
は
、
当
該
報
告
が
法
第
二
十
七
条
第

一
項
の
請
求
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
有
無
及
び
法

第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
提
供
の
有
無
を
明

ら
か
に
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
二
以
上
の
事
業
を
行
う
特
定
輸
送
排
出
者
が
行
う
法

第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
当
該
特

定
輸
送
排
出
者
に
お
け
る
主
た
る
事
業
を
所
管
す
る
大

臣
に
対
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条
　
次
に
掲
げ
る
算
定
方
法
又
は
係
数
を
用
い
て

温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
を
算
定
し
た
特
定
輸
送
排

出
者
が
行
う
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報

告
は
、
当
該
算
定
方
法
又
は
係
数
に
つ
い
て
の
事
業
所

管
大
臣
に
対
す
る
説
明
と
併
せ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
令
第
七
条
第
一
項
第
一
号
ロ
（
１
）
及
び
ハ
並
び

に
算
定
省
令
第
九
条
第
一
号
に
定
め
る
算
定
方
法
と

異
な
る
算
定
方
法

二
　
算
定
省
令
第
二
条
第
四
項
に
定
め
る
係
数

三
　
算
定
省
令
第
二
条
第
六
項
及
び
第
七
項
に
定
め
る

係
数
と
異
な
る
係
数

２
　
事
業
所
管
大
臣
は
、
前
項
の
説
明
を
受
け
た
と
き

は
、
そ
の
内
容
を
環
境
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
に
通

知
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
二
以
上
の
事
業
を
行
う
特
定
輸
送
排
出
者
が
行
う
第

一
項
の
説
明
は
、
当
該
特
定
輸
送
排
出
者
に
お
け
る
主

た
る
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す

る
。

（
権
利
利
益
の
保
護
に
係
る
請
求
の
方
法
）

第
十
五
条
　
特
定
輸
送
排
出
者
が
行
う
法
第
二
十
七
条
第

一
項
の
請
求
は
、
毎
年
度
六
月
末
日
ま
で
に
、
第
十
三

条
第
一
項
に
規
定
す
る
報
告
書
と
併
せ
て
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
提
出
し
て
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
当
該
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
行
う

こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
環
境
大
臣
及
び
経
済
産

業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
限
ま
で
に

提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て

は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
公
に
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
特
定
輸
送
排
出

者
の
権
利
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
思
料

す
る
第
十
三
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
名
称
及
び
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量

三
　
前
号
に
規
定
す
る
量
の
情
報
が
公
に
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
当
該
特
定
輸
送
排
出
者
の
権
利
利
益
が
害

さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
思
料
す
る
理
由
及
び
そ
の

根
拠
と
な
る
事
実

２
　
二
以
上
の
事
業
を
行
う
特
定
輸
送
排
出
者
が
行
う
法

第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
は
、
当
該
特

定
輸
送
排
出
者
に
お
け
る
主
た
る
事
業
を
所
管
す
る
大

臣
に
対
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
に
規
定
す
る
請
求
書
の
様
式
は
、
様
式
第
一

の
二
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
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（
特
定
輸
送
排
出
者
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出

量
の
合
計
量
の
通
知
）

第
十
六
条
　
特
定
輸
送
排
出
者
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算

定
排
出
量
を
企
業
そ
の
他
の
事
業
者
ご
と
に
合
計
し
た

量
を
も
っ
て
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通

知
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な

事
情
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
通
知
は
、
当
該
特
定

輸
送
排
出
者
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
の
う

ち
、
通
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
特
定
輸
送
排
出
者

の
権
利
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
を
合
計

し
た
量
を
も
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
特
定
輸
送
排
出
者
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出

量
の
集
計
の
方
法
）

第
十
七
条
　
法
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
定

輸
送
排
出
者
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
の
集

計
は
、
令
第
五
条
第
二
号
、
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で

に
掲
げ
る
者
に
係
る
第
十
三
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ

る
量
並
び
に
令
第
五
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲

げ
る
者
に
係
る
第
十
三
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
量

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
各
号
に
掲
げ
る
項
目
ご
と

に
集
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
企
業
そ
の
他
の
事
業
者

二
　
業
種

（
集
計
結
果
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
の
合

計
量
の
通
知
）

第
十
八
条
　
法
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
集
計

し
た
結
果
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
で
あ
っ

て
特
定
輸
送
排
出
者
に
係
る
も
の
が
通
知
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
法
第
二
十
七
条
第
三
項
の
決
定
に
係
る
特
定

輸
送
排
出
者
の
権
利
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
に
お
け
る
法
第
二
十
八
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
規

定
に
よ
る
通
知
は
、
当
該
集
計
結
果
に
係
る
温
室
効
果

ガ
ス
算
定
排
出
量
の
う
ち
、
通
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

当
該
特
定
輸
送
排
出
者
の
権
利
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ

れ
が
な
い
も
の
を
前
条
各
号
に
掲
げ
る
項
目
ご
と
に
合

計
し
た
量
を
も
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
の
増
減
の
状
況
に
関
す

る
情
報
そ
の
他
の
情
報
の
提
供
）

第
十
九
条
　
特
定
輸
送
排
出
者
が
行
う
法
第
三
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
は
、
第
十
三
条
第
一

項
に
規
定
す
る
報
告
書
に
、
様
式
第
二
に
よ
る
書
類
を

添
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
と
の
関
係
）

第
二
十
条
　
令
第
八
条
第
三
項
、
第
四
項
、
第
七
項
及
び

第
八
項
の
表
の
下
欄
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

第
十
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

等
に
関
す
る
法
律
第
百
七
条
第
一
項
（
同
法
第
百
四
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
、
同
法
第
百
三
十
一
条
第
一
項
（
同
法
第
百

四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
同
法
第
百
三
十
六
条
第
一
項
（
同
法

第
百
四
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
同
法
第
百
四
十
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
う
ち
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

に
係
る
事
項
に
関
す
る
部
分
（
同
法
第
百
三
十
四
条
第

二
項
に
規
定
す
る
認
定
管
理
統
括
貨
客
輸
送
事
業
者
に

あ
っ
て
は
、
当
該
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
に
伴
っ
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
に
つ
い
て
の
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
報
告
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
章
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
及

び
第
二
項

事
業
所
管
大
臣

国
土
交
通

大
臣

第
十
四
条
第
三
項
及

び
第
十
五
条
第
二
項

当
該
特
定
輸
送
排
出
者

に
お
け
る
主
た
る
事
業

を
所
管
す
る
大
臣

国
土
交
通

大
臣

３
　
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

等
に
関
す
る
法
律
第
百
十
五
条
第
一
項
（
同
法
第
百
二

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
又
は
同
法
第
百
十
九
条
第
一
項
（
同

法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
う

ち
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
係
る
事
項
に
関
す
る
部
分

（
同
法
第
百
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
管
理
統

括
荷
主
に
あ
っ
て
は
、
当
該
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
伴
っ
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
に
つ
い
て
の
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
報
告
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
章

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

第

十

四

条
事

業

所

管

大
臣

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）

第

一

項

第
百
十
五
条
第
一
項
（
同
法
第
百
二
十
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
又
は

同
法
第
百
十
九
条
第
一
項
（
同
法
第
百
二

十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

に
規
定
す
る
主
務
大
臣

第

十

四

条

第

二

項

事

業

所

管

大
臣

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法

律
第
百
十
五
条
第
一
項
又
は
第
百
十
九
条

第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣

第

十

四

条

第

三

項

及

び

第

十

五

条

第

二
項

主

た

る

事

業

を

所

管

す

る

大
臣

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法

律
第
百
十
五
条
第
一
項
又
は
第
百
十
九
条

第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣

４
　
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

等
に
関
す
る
法
律
第
百
十
九
条
第
一
項
（
同
法
第
百
二

十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
う
ち
同
法
第

百
十
七
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
関
係
荷
主

で
あ
っ
て
特
定
排
出
者
で
あ
る
も
の
の
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
に
係
る
事
項
に
関
す
る
部
分
が
当
該
者
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
に
伴
っ
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
に
つ
い
て
の
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
報
告
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
章
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
四

条
第
一

項

事

業

所

管

大
臣

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）

第
百
十
九
条
第
一
項
（
同
法
第
百
二
十
三

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に

規
定
す
る
主
務
大
臣

第
十
四

条
第
二

項

事

業

所

管

大
臣

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法

律
第
百
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務

大
臣

第
十
四

条
第
三

主

た

る

事
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法

項
及
び

第
十
五

条
第
二

項

業

を

所

管

す

る

大
臣

律
第
百
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務

大
臣

５
　
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

等
に
関
す
る
法
律
第
百
三
十
六
条
第
一
項
（
同
法
第
百

四
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
う
ち
同
法
第

百
三
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
関
係
貨

客
輸
送
事
業
者
で
あ
っ
て
特
定
排
出
者
で
あ
る
も
の
の

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
係
る
事
項
に
関
す
る
部
分
が

当
該
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
伴
っ
て
発
生
す
る
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
つ
い
て
の
法
第
二
十
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
報
告
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る

こ
の
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ

れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
及

び
第
二
項

事
業
所
管
大
臣

国
土
交
通

大
臣

第
十
四
条
第
三
項
及

び
第
十
五
条
第
二
項

当
該
特
定
輸
送
排
出
者

に
お
け
る
主
た
る
事
業

を
所
管
す
る
大
臣

国
土
交
通

大
臣

第
四
章
　
雑
則

（
調
整
後
排
出
係
数
の
公
表
）

第
二
十
条
の
二
　
環
境
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
は
、
事

業
者
が
行
う
他
の
者
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の

削
減
等
に
寄
与
す
る
取
組
を
促
進
す
る
た
め
、
電
気
事

業
者
（
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十

号
）
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
小
売
電
気
事

業
者
及
び
同
項
第
九
号
に
規
定
す
る
一
般
送
配
電
事
業

者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
ご
と
に

調
整
後
排
出
係
数
（
他
人
か
ら
供
給
さ
れ
た
電
気
の
使

用
に
伴
う
二
酸
化
炭
素
の
排
出
の
程
度
を
示
す
係
数
で

あ
っ
て
、
電
気
事
業
者
に
お
け
る
国
内
認
証
排
出
削
減

量
及
び
海
外
認
証
排
出
削
減
量
の
う
ち
適
切
と
認
め
ら

れ
る
も
の
の
取
得
等
を
反
映
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
当
該
調
整
後
排
出
係

数
を
求
め
る
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
情
報
を
収
集
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
、
当
該
調
整
後
排
出

係
数
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
二
条
　
削
除

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
の
指
定
）

第
二
十
二
条
の
二
　
こ
の
命
令
に
お
い
て
、
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
。
以
下
「
情
報
通
信
技
術

5



活
用
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
電
子
情
報
処
理
組
織
（
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情

報
処
理
組
織
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
方

法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
申
請
等
（
情
報
通
信
技

術
活
用
法
第
三
条
第
八
号
に
規
定
す
る
申
請
等
を
い

う
。
）
は
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報

告
及
び
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
提
供

（
次
条
か
ら
第
二
十
二
条
の
五
ま
で
に
お
い
て
「
報
告

等
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

（
事
前
届
出
）

第
二
十
二
条
の
三
　
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
報

告
等
を
行
お
う
と
す
る
特
定
排
出
者
は
、
様
式
第
四
に

よ
る
電
子
情
報
処
理
組
織
使
用
届
出
書
を
特
定
排
出
者

の
主
た
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
環
境
事

務
所
長
又
は
経
済
産
業
局
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
所
轄
地
方
環
境
事
務
所
長
又
は
所
轄
経
済
産
業
局
長
」

と
い
う
。
）
に
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
所
轄
地
方
環
境
事
務
所
長
又
は
所
轄
経
済
産
業
局
長

は
、
前
項
の
届
出
を
受
理
し
た
と
き
は
、
当
該
届
出
を

し
た
特
定
排
出
者
に
識
別
符
号
を
付
与
す
る
も
の
と
す

る
。

３
　
第
一
項
の
届
出
を
し
た
特
定
排
出
者
は
、
届
け
出
た

事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
又
は
電
子
情
報
処
理
組
織

の
使
用
を
廃
止
す
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
様
式
第
五

又
は
様
式
第
六
に
よ
り
そ
の
旨
を
所
轄
地
方
環
境
事
務

所
長
又
は
所
轄
経
済
産
業
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

４
　
所
轄
地
方
環
境
事
務
所
長
又
は
所
轄
経
済
産
業
局
長

は
、
第
一
項
の
届
出
を
し
た
者
が
電
子
情
報
処
理
組
織

の
使
用
を
継
続
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
と

き
は
、
電
子
情
報
処
理
組
織
の
使
用
を
停
止
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
報
告
等
の
入
力
事
項
等
）

第
二
十
二
条
の
四
　
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
報

告
等
を
行
お
う
と
す
る
特
定
排
出
者
は
、
当
該
報
告
等

を
書
面
等
（
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
三
条
第
五
号
に

規
定
す
る
書
面
等
を
い
う
。
）
に
よ
り
行
う
と
き
に
記

載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
、
前
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
識
別
符
号
及
び
当
該
特
定
排

出
者
が
そ
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
お
い
て
設
定

し
た
暗
証
符
号
（
次
条
に
お
い
て
「
暗
証
符
号
」
と
い

う
。
）
を
、
当
該
電
子
計
算
機
か
ら
入
力
し
て
、
当
該

報
告
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
等
に
お
い
て
名
称
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
）

第
二
十
二
条
の
五
　
報
告
等
に
お
い
て
す
べ
き
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
署
名
等
（
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
三
条
第

六
号
に
規
定
す
る
署
名
等
を
い
う
。
）
に
代
わ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
四
項
に

規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
二
十
二
条

の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
付
与
さ
れ
る
識
別
符
号
及

び
暗
証
符
号
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
報
告

等
を
行
お
う
と
す
る
特
定
排
出
者
の
使
用
に
係
る
電
子

計
算
機
か
ら
入
力
す
る
こ
と
を
い
う
。

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
と
の
関
係
）

第
二
十
二
条
の
六
　
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
第
十
六
条
第
一
項

（
同
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
同
法
第
二
十
八
条
第
一

項
（
同
法
第
五
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
同
法
第
四
十
条
第
一

項
（
同
法
第
五
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
同
法
第
八
十
四
条
第

三
項
、
第
八
十
五
条
第
三
項
、
第
八
十
六
条
第
三
項
、

第
百
七
条
第
一
項
（
同
法
第
百
四
十
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
同
法

第
百
十
五
条
第
一
項
（
同
法
第
百
二
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

同
法
第
百
十
九
条
第
一
項
（
同
法
第
百
二
十
三
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
同
法
第
百
三
十
一
条
第
一
項
（
同
法
第
百
四
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
、
同
法
第
百
三
十
六
条
第
一
項
（
同
法
第
百

四
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
又
は
同
法
第
百
四
十
五
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
報
告
の
う
ち
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
係

る
事
項
に
関
す
る
部
分
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
伴
っ

て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
つ
い
て
の
法
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
と
み
な
さ
れ
る

場
合
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
（
昭
和
五
十
四
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
四
号
）

様
式
第
四
十
三
、
様
式
第
四
十
四
若
し
く
は
様
式
第
四

十
五
又
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基

づ
く
輸
送
事
業
者
に
係
る
届
出
等
に
関
す
る
省
令
（
平

成
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
十
一
号
）
様
式
第
二
十

七
、
様
式
第
二
十
八
若
し
く
は
様
式
第
二
十
九
に
よ
る

届
出
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
様
式
第

四
、
様
式
第
五
又
は
様
式
第
六
に
よ
る
届
出
書
の
提
出

が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

２
　
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

等
に
関
す
る
法
律
第
四
十
条
第
一
項
（
同
法
第
五
十
二

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
、
同
法
第
八
十
六
条
第
三
項
、
同
法
第
百
十

九
条
第
一
項
（
同
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
同

法
第
百
三
十
六
条
第
一
項
（
同
法
第
百
四
十
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
る
報
告
の
う
ち
同
法
第
三
十
一
条
第
二
項

第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
関
係
事
業
者
、
同
法
第
百
十

七
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
関
係
荷
主
又
は

同
法
第
百
三
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理

関
係
貨
客
輸
送
事
業
者
で
あ
っ
て
特
定
排
出
者
で
あ
る

も
の
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
係
る
事
項
に
関
す
る

部
分
が
当
該
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
伴
っ
て
発
生

す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
つ
い
て
の
法
第
二
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に

お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
様

式
第
四
十
三
、
様
式
第
四
十
四
若
し
く
は
様
式
第
四
十

五
又
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ

く
輸
送
事
業
者
に
係
る
届
出
等
に
関
す
る
省
令
様
式
第

二
十
七
、
様
式
第
二
十
八
若
し
く
は
様
式
第
二
十
九
に

よ
る
届
出
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
様

式
第
四
、
様
式
第
五
又
は
様
式
第
六
に
よ
る
届
出
書
の

提
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
当
該
者
が

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
同
項
に
規
定
す
る
報

告
を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
権
限
の
委
任
）

第
二
十
三
条
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
第

一
項
及
び
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
事
業

所
管
大
臣
の
権
限
（
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
に
あ
っ
て

は
、
令
第
五
条
第
九
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
も
の
を
除

く
。
）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
業
所
管
大
臣

の
権
限
ご
と
に
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
地
方
支
分
部

局
の
長
に
委
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

財
務
大

臣
の
権

限

特
定
排
出
者
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務

支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

福
岡
財
務
支
局
長
）
又
は
国
税
局
長

厚
生
労

働
大
臣

の
権
限

特
定
排
出
者
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
地
方
厚
生
局
長
（
当
該
所
在
地
が
四
国

厚
生
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
四
国
厚
生
支
局
長
）

農
林
水

産
大
臣

の
権
限

特
定
排
出
者
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
地
方
農
政
局
長
又
は
北
海
道
農
政
事
務

所
長

経
済
産

業
大
臣

の
権
限

特
定
排
出
者
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
経
済
産
業
局
長

国
土
交

通
大
臣

の
権
限

特
定
排
出
者
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
地
方
整
備
局
長
及
び
北
海
道
開
発
局
長
、

地
方
運
輸
局
長
（
国
土
交
通
省
設
置
法
（
平
成

十
一
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
一
項
第
十
五

号
、
第
十
八
号
、
第
八
十
六
号
、
第
八
十
七
号
、

第
九
十
二
号
、
第
九
十
三
号
及
び
第
百
二
十
八

号
に
掲
げ
る
事
務
並
び
に
同
項
第
八
十
六
号
に

掲
げ
る
事
務
に
係
る
同
項
第
十
九
号
及
び
第
二

十
二
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
権
限
に
つ
い
て

は
、
運
輸
監
理
部
長
を
含
む
。
）
又
は
地
方
航
空

局
長

環
境
大

臣
の
権

限

特
定
排
出
者
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
地
方
環
境
事
務
所
長

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
命
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
令
第
五
条
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ

る
者
で
あ
っ
て
特
定
事
業
所
排
出
者
で
あ
る
も
の
が
平

成
十
九
年
度
に
行
う
法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
報
告
に
係
る
第
四
条
第
二
項
第
九
号
か
ら
第

十
一
号
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

規
定
中
「
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
」
と
あ
る
の

は
「
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
又
は
平
成
十
八
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と

す
る
。

第
三
条
　
令
第
五
条
第
三
号
に
掲
げ
る
者
が
平
成
十
九
年

度
に
行
う
法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

報
告
に
係
る
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
十
五
条
第
一
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
三
条
第
一
項
中

「
毎
年
度
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
定
輸
送
排
出
者
に

あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
年
度
以
降
、
毎
年

度
。
第
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
六
月
末
日
」

と
あ
り
、
及
び
第
十
五
条
第
一
項
中
「
毎
年
度
六
月
末

日
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
十
九
年
九
月
末
日
」
と
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
四
月
二
日
内
閣
府
・
総

務
省
・
法
務
省
・
外
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科
学

省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
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省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
・
防
衛
省
令
第
一

号
）

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
六
月
二
三
日
内
閣
府
・

総
務
省
・
法
務
省
・
外
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科

学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業

省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
・
防
衛
省
令
第
一

号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
第
十
二
条
第
二
項
の
改
正
規
定
（
「
第
十
八
条
第

一
項
」
を
「
第
十
九
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
部
分

に
限
る
。
）
及
び
様
式
第
二
の
改
正
規
定
は
平
成
二
十

二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排

出
量
等
の
報
告
等
に
関
す
る
命
令
（
次
項
及
び
第
四
項

に
お
い
て
「
新
報
告
命
令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、

平
成
二
十
二
年
度
以
降
に
お
い
て
報
告
す
べ
き
温
室
効

果
ガ
ス
算
定
排
出
量
及
び
調
整
後
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３
　
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
新
報
告
命
令
第
四
条
第

一
項
及
び
第
六
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
七
月
末
日
」
と
あ
る
の
は
、

「
十
一
月
末
日
」
と
す
る
。

４
　
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
令
第
一
条
各
号
に
掲
げ

る
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
、
令
第
二
条
各
号
に

掲
げ
る
パ
ー
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
及
び
六
ふ
っ
化
硫
黄

の
報
告
に
係
る
新
報
告
命
令
第
四
条
第
二
項
第
八
号
か

ら
第
十
号
ま
で
及
び
同
条
第
三
項
第
七
号
か
ら
第
九
号

ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中

「
直
近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
」
と
あ
る
の
は
、
「
直

近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
又
は
平
成
二
十
一
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
二
月
二
七
日
内
閣

府
・
総
務
省
・
法
務
省
・
外
務
省
・
財
務
省
・
文

部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済

産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
・
防
衛
省
令
第

一
号
）

こ
の
命
令
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
の
日

（
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
内
閣
府
・

総
務
省
・
法
務
省
・
外
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科

学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業

省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
・
防
衛
省
令
第
一

号
）

こ
の
命
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第
一
第
五
表
の
三
の
改
正
規
定

は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
五
月
二
二
日
内
閣
府
・

総
務
省
・
法
務
省
・
外
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科

学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業

省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
・
防
衛
省
令
第
二

号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排

出
量
等
の
報
告
等
に
関
す
る
命
令
（
以
下
「
新
報
告
命

令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年
度
以
降

に
お
い
て
報
告
す
べ
き
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
及

び
調
整
後
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
に
つ
い
て
適
用
す

る
。
た
だ
し
、
新
報
告
命
令
第
一
条
及
び
第
三
条
か
ら

第
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
度
以
降
に
お

い
て
報
告
す
べ
き
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
及
び
調

整
後
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成

二
十
七
年
度
に
お
い
て
報
告
す
べ
き
温
室
効
果
ガ
ス
算

定
排
出
量
及
び
調
整
後
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
平
成
二
十
八
年
度
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
一
年
政
令
第
百
四

十
三
号
）
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ

カ
ー
ボ
ン
、
同
令
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
パ
ー
フ
ル
オ

ロ
カ
ー
ボ
ン
及
び
三
ふ
っ
化
窒
素
の
報
告
に
係
る
新
報

告
命
令
第
四
条
第
二
項
第
八
号
、
第
九
号
及
び
第
十
一

号
並
び
に
同
条
第
三
項
第
七
号
、
第
八
号
及
び
第
十
号

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
直

近
の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
」
と
あ
る
の
は
、
「
直
近

の
算
定
排
出
量
算
定
期
間
又
は
平
成
二
十
七
年
四
月
一

日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
二
九
日
内
閣
府
・

総
務
省
・
法
務
省
・
外
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科

学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業

省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
・
防
衛
省
令
第
二

号
）

こ
の
命
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
八
年
五
月
二
七
日
内
閣
府
・

総
務
省
・
法
務
省
・
外
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科

学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業

省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
・
防
衛
省
令
第
四

号
）

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
内
閣
府
・

総
務
省
・
法
務
省
・
外
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科

学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業

省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
・
防
衛
省
令
第
一

号
）

こ
の
命
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
三
〇
日
内
閣

府
・
総
務
省
・
法
務
省
・
外
務
省
・
財
務
省
・
文

部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済

産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
・
防
衛
省
令
第

一
号
）

こ
の
命
令
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
日
（
平

成
三
十
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
〇
月
一
〇
日
内
閣
府
・

総
務
省
・
法
務
省
・
外
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科

学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業

省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
・
防
衛
省
令
第
三

号
）

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
六
日
内
閣
府
・

総
務
省
・
法
務
省
・
外
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科

学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業

省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
・
防
衛
省
令
第
四

号
）

こ
の
命
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政

手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政

運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続

等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年

十
二
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
六
月
五
日
内
閣
府
・
総
務

省
・
法
務
省
・
外
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科
学

省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業

省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
・
防
衛
省
令
第
一

号
）

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
月
二
二
日
内
閣
府
・
総

務
省
・
法
務
省
・
外
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科
学

省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業

省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
・
防
衛
省
令
第
一

号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
命
令
に

よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と

い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
命

令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
一
日
内
閣
府
・
総

務
省
・
法
務
省
・
外
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科
学

省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業

省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
・
防
衛
省
令
第
一

号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
命
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
温
室
効
果
ガ

ス
算
定
排
出
量
等
の
報
告
等
に
関
す
る
命
令
の
規
定

は
、
令
和
四
年
度
以
降
に
お
い
て
報
告
す
べ
き
温
室
効

果
ガ
ス
算
定
排
出
量
及
び
調
整
後
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
三
条
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
第
一
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
等
の

報
告
等
に
関
す
る
命
令
で
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い

て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る

書
類
は
、
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も

の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
八
月
五
日
内
閣
府
・
総
務

省
・
法
務
省
・
外
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科
学

省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業

省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
・
防
衛
省
令
第
二

号
）

こ
の
命
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
一
日
内
閣
府
・
総

務
省
・
法
務
省
・
外
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科
学

省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業

省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
・
防
衛
省
令
第
一

号
）

こ
の
命
令
は
、
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
の

確
立
を
図
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等

に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の

日
（
令
和
五
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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様
式
第
１
（
第
４
条
関
係
）

様式第1(第4条関係) 

温室効果ガス算定排出量等の報告書 

年  月  日 

 事業所管大臣(地方支分部局長) 殿 

(ふりがな)                  

報告者 住 所 〒                

(ふ り が な)                 

氏名又は名称                 

法人番号                   

代表者の氏名                 

 地球温暖化対策の推進に関する法律(平成10年法律第117号。以下「法」という。)第26条第1項及び第

2項の規定により、温室効果ガス算定排出量等に関する事項について、次のとおり報告します。 

特定排出者コード          

特定事業者番号、特定連鎖化事業者番

号、認定管理統括事業者番号、管理関

係事業者番号 

 

( ふ り が な ) 

特 定 排 出 者 の 名 称 

 

(前回の報告における名称)  

( ふ り が な ) 

所 在 地 

〒  ― 

 
都道

府県 
 

市区

町村 
 

 

商 標 又 は 商 号 等  

特定排出者の主たる事業  事業コード     

特定排出者の主たる事業を所管する大臣  

特定排出者において常時使用される従業員の数  

温室効果ガス算定排出量及び調整後温室効果ガス排出量 第1表、第2表及び別紙のとおり 

権利利益の保護に係る請求の有無 

  (該当するものに○をすること) 

1．有 

2．無 

その他の関連情報の提供の有無 

  (該当するものに○をすること) 

1．有 

2．無 

担 当 者 

(問合せ先) 

部 署  

(ふりがな) 

氏 名 
 

電 話 番 号  

※受理年月日    年   月   日 ※処理年月日    年   月   日 

備考 1 本報告書は、特定排出者ごとに作成すること。 

   2 特定排出者コードの欄には、環境大臣及び経済産業大臣が定めるところにより、特定排出者ご

とに付された番号を記載すること。 

   3 特定事業者番号、特定連鎖化事業者番号、認定管理統括事業者番号、管理関係事業者番号の

欄には、別途経済産業大臣が付した番号がある場合に記載すること。 

   4 前回の報告における名称の欄は、変更された場合のみ記載すること。 

   5 特定排出者が連鎖化事業者に該当する場合にあっては、商標又は商号等の欄に当該連鎖化事

業に係る特定の商標、商号その他の表示について記載すること。 

   6 特定排出者の主たる事業の欄は、日本標準産業分類の細分類に従って事業名を記載し、二以

上の業種に属する事業を行う特定排出者にあっては、そのうちの主たる事業を記載すること。 

   7 特定排出者において常時使用される従業員の数の欄には、前年4月1日現在(前年度中に事業を

開始した特定排出者においては事業を開始した日)における人数を記載すること。 

   8 権利利益の保護に係る請求の有無の欄は、本報告が法第27条第1項の請求に係るものである場

合は「1．有」に○をすること。 

   9 その他の関連情報の提供の有無の欄は、法第32条第1項の規定による情報の提供がある場合は

右欄「1．有」に○をすること。 

   10 ※の欄には、記載しないこと。 

   11 報告書及び別紙の用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

【特定排出者単位の報告】 

排出年度：    年度 

第1表 特定排出者の全体及び事業分類ごとの温室効果ガス算定排出量 

番

号 

事業分類 

温室効果ガス算定排出量 

①エネルギ

ー起源CO2 

②非エネル

ギー起源CO2 

(③を除く) 

③廃棄物の

原燃料使用

に伴う非エ

ネルギー起

源CO2 

④メタン ⑤N2O 

⑥HFC ⑦PFC ⑧SF6 ⑨NF3 ⑩エネルギー

起源CO2 
(発電所等

配分前) 

― 特定排出者全体 

① 

t―CO2 

② 

t―CO2 

③ 

t―CO2 

④ 

t―CO2 

⑤ 

t―CO2 

⑥ 

t―CO2 

⑦ 

t―CO2 

⑧ 

t―CO2 

⑨ 

t―CO2 

⑩ 

t―CO2 

1 

事業の名称  
① 

t―CO2 

② 

t―CO2 

③ 

t―CO2 

④ 

t―CO2 

⑤ 

t―CO2 

細分類番号     ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

 当該事業を

所管する大臣 
 

t―CO2 t―CO2 t―CO2 t―CO2 t―CO2 

2 

事業の名称  
① 

t―CO2 

② 

t―CO2 

③ 

t―CO2 

④ 

t―CO2 

⑤ 

t―CO2 

細分類番号     ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

 当該事業を

所管する大臣 
 

t―CO2 t―CO2 t―CO2 t―CO2 t―CO2 

3 

事業の名称  
① 

t―CO2 

② 

t―CO2 

③ 

t―CO2 

④ 

t―CO2 

⑤ 

t―CO2 

細分類番号     ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

 当該事業を

所管する大臣 
 

t―CO2 t―CO2 t―CO2 t―CO2 t―CO2 

備考 1 排出年度の欄には、当該年度を記載すること。 

   2 番号1から3までの項に、事業分類ごとに合計した温室効果ガス算定排出量を記載すること。

なお、事業分類は、日本標準産業分類(細分類)ごととする。また、事業分類が4分類以上になる

場合には、項の追加を行うこと。 

   3 ①～⑩の欄には、それぞれ次に掲げる量を記載すること。 

    ① エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素の温室効果ガス算定排出量 

    ② 二酸化炭素の温室効果ガス算定排出量(①及び③を除く。) 

    ③ 廃棄物の原燃料使用に伴って発生する二酸化炭素の温室効果ガス算定排出量 

    ④ メタンの温室効果ガス算定排出量 

    ⑤ 一酸化二窒素の温室効果ガス算定排出量 

    ⑥ ハイドロフルオロカーボンの温室効果ガス算定排出量 

    ⑦ パーフルオロカーボンの温室効果ガス算定排出量 

    ⑧ 六ふっ化硫黄の温室効果ガス算定排出量 

    ⑨ 三ふっ化窒素の温室効果ガス算定排出量 

    ⑩ エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素の温室効果ガス算定排出量(発電所等配分

前) 

   4 ①の欄には、次に掲げる量(他人への電気又は熱の供給に係るものを除く。)の合計量を記載

すること。 

    (1) 燃料の使用に伴って発生する二酸化炭素の排出量 

    (2) 電気の使用に伴って発生する二酸化炭素の排出量 

    (3) 熱の使用に伴って発生する二酸化炭素の排出量 

   5 ①の量に、備考の4(2)に掲げる量が含まれる場合は、本表に加えて第3表の1及び第3表の2に

も必要事項を記載すること。 

   6 ③の欄には、次に掲げる活動に伴って発生する二酸化炭素の排出量の合計量を記載すること。 

    (1) 廃棄物の焼却(当該廃棄物が燃料(廃棄物を原材料とする燃料を除く。)に代えて燃焼の用

に供される場合に限る。)又は次に掲げる用途への使用 

     イ 廃ゴムタイヤに含まれる鉄を製品の原材料として使用する用途 

     ロ 廃プラスチック類を高炉において鉄鉱石を還元するために使用する用途 

     ハ 廃プラスチック類をコークス炉において自らの使用に係るコークス又は炭化水素油を製

造するために使用する用途 

    (2) 廃棄物を原材料とする燃料の使用 

   7 ⑥及び⑦の欄には、地球温暖化対策の推進に関する法律施行令(平成11年政令第143号)に定め

る温室効果ガスであるハイドロフルオロカーボンである物質の温室効果ガス算定排出量及び

パーフルオロカーボンである物質の温室効果ガス算定排出量について、それぞれその合計量を

記載すること。 

   8 ⑩の欄は、本報告に係る特定排出者が、電気事業の用に供する発電所又は熱供給事業の用に

供する熱供給施設を設置している場合に記載すること。 

   9 ⑩の欄には、備考の4(1)に掲げる量を記載すること。 

   10 本報告に係る特定排出者がエネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関

する法律(昭和54年法律第49号)に基づく報告によってエネルギーの使用に伴って発生する二酸

化炭素の排出量について報告を行ったとみなされる場合は、①及び⑩の欄には記載する必要は

ないこと。 

 

 

 

第2表 特定排出者の調整後温室効果ガス排出量 

調整後温室効果ガス排出量 t―CO2 

備考 調整後温室効果ガス排出量の欄には、環境大臣及び経済産業大臣が定めるところにより算定した

量を記載すること。 
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第3表の1 エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素のうち、他人から供給された電

気の使用に伴う二酸化炭素の温室効果ガス算定排出量の算定に用いた係数 

係数の値 係数の根拠 適用範囲 

t―CO2／kWh   

t―CO2／kWh   

t―CO2／kWh   

t―CO2／kWh   

t―CO2／kWh   

t―CO2／kWh   

t―CO2／kWh   

t―CO2／kWh   

備考 本表の各欄には、温室効果ガス算定排出量の算定において他人から供給された電気

の使用に伴う二酸化炭素の排出量の算定に用いた係数について、当該係数の根拠及び

係数の値を記載すること。 

 

 

 

第3表の2 調整後温室効果ガス排出量のうち、他人から供給された電気の使用に伴う二酸

化炭素の排出量の算定に用いた係数 

係数の値 係数の根拠 適用範囲 

t―CO2／kWh   

t―CO2／kWh   

t―CO2／kWh   

t―CO2／kWh   

t―CO2／kWh   

t―CO2／kWh   

t―CO2／kWh   

t―CO2／kWh   

備考 本表の各欄には、調整後温室効果ガス排出量の算定において他人から供給された電

気の使用に伴う二酸化炭素の排出量の算定に用いた係数について、当該係数の根拠及

び係数の値を記載すること。 

第4表 法に基づく命令に定める算定方法又は係数と異なる算定方法又は係数 

温室効果ガスである物質の区分 当該算定方法又は係数の内容 

  

  

  

  

  

  

  

備考 1 本表の各欄には、法に基づく命令に定める算定方法又は係数と異なる算定方法又

は係数を用いた場合に、当該算定方法又は係数を用いた温室効果ガスである物質の

区分を記載し、当該算定方法又は係数の内容について説明すること。 

   2 他人から供給された電気の使用に伴う二酸化炭素の排出量の算定に用いた係数に

ついては、第3表の1及び第3表の2に記載すること。 

 

 

 

第5表の1 調整後温室効果ガス排出量の算定に用いた国内認証排出削減量、海外認証排出

削減量及び非化石電源二酸化炭素削減相当量の量 

種 別 合 計 量 

1． t―CO2 

2． t―CO2 

3． t―CO2 

4． t―CO2 

  

備考 本表の各欄には、環境大臣及び経済産業大臣が定める国内認証排出削減量の種別ご

との合計量、環境大臣及び経済産業大臣が定める海外認証排出削減量の種別ごとの合

計量並びに環境大臣及び経済産業大臣が定める非化石電源二酸化炭素削減相当量の種

別ごとの合計量を記載すること。あわせて、第5表の2に、本欄に記載した国内認証排

出削減量に係る情報を、第5表の3に、本欄に記載した海外認証排出削減量に係る情報

を、第5表の4に、本欄に記載した非化石電源二酸化炭素削減相当量に係る情報を記載

すること。 

第5表の2 国内認証排出削減量に係る情報 

削減量の種別  

クレジット特定番号等 無効化日又は移転日 無効化量又は移転量 

～  t―CO2 

～  t―CO2 

～  t―CO2 

～  t―CO2 

合 計 量 t―CO2 

備考 1 本表は、国内認証排出削減量の種別ごとに記載すること。 

   2 算定に用いた国内認証排出削減量の種別が二以上になる場合には、表の追加を行

うこと。 

   3 国内認証排出削減量は、無効化日又は移転日ごとに記載すること。 

   4 クレジット特定番号等の欄には、無効化又は移転した国内認証排出削減量を特定

する番号を、クレジットブロックのユニット開始番号とユニット終了番号を「～」

でつなぐことにより記載すること。 

   5 無効化日又は移転日の欄には、排出量調整無効化を行った日付又は登録簿上に記

載された移転の日付を記載すること。 

   6 無効化量は正の値、移転量は負の値で記載すること。 

   7 本表に記載した全ての国内認証排出削減量について、特定排出者が無効化又は移

転を行ったことを確認できる資料を添付すること。 

 

 

 

第5表の3 海外認証排出削減量に係る情報 

削減量の種別  

識別番号 無効化日 無効化量 

  t―CO2 

  t―CO2 

  t―CO2 

  t―CO2 

合 計 量 t―CO2 

備考 1 本表は、海外認証排出削減量の種別ごとに記載すること。 

   2 算定に用いた海外認証排出削減量の種別が二以上になる場合には、表の追加を行

うこと。 

   3 識別番号の欄には、無効化した海外認証排出削減量を識別する全ての情報(制度

記号、ホスト国名コード、クレジット発行国名コード、クレジットブロックのユニッ

ト開始番号、クレジットブロックのユニット終了番号、プロジェクト番号、クレジッ

ト発行回数、クレジット発行年、排出削減年を示す、アルファベット、記号及び数

字)を記載すること。 

   4 無効化日の欄には、排出量調整無効化を行った日付を記載すること。 

   5 本表に記載した全ての海外認証排出削減量について、特定排出者が無効化を行っ

たことを確認できる資料を添付すること。 

 

 

 

第5表の4 非化石電源二酸化炭素削減相当量に係る情報 

種 別 非化石証書の量 全国平均係数 補 正 率 

電気事業者か

ら小売供給さ

れた電気の使

用に伴って発

生する二酸化

炭素の排出量 

 

kWh  t―CO2／kWh  

 

t―CO2  

備考 1 本表は非化石証書の種別ごとに記載すること。 

   2 全国平均係数及び補正率の欄には、毎年度環境省及び経済産業省が公表する値を

記載すること。 

   3 電気事業者から小売供給された電気の使用に伴って発生する二酸化炭素の排出量

の欄には、他人から供給された電気のうち電気事業者から小売供給された電気に係

るものの量を記載すること。 

   4 算定に用いた非化石証書の種別が二以上になる場合には、表の追加を行うこと。 

   5 本表に記載した全ての非化石証書の量について、特定排出者が所有することを確

認できる資料を添付すること。 
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第6表 特定排出者が設置する特定事業所の一覧 

事
業
所
番
号 

エネルギー

管理指定工

場等番号 

(指定区分) 

事業所の名称 事業所の所在地 

事業所において

行われる事業 

事業コード 事業の名称 

1 

(第 種) 

 〒      

2 

(第 種) 

 〒      

3 

(第 種) 

 〒      

4 

(第 種) 

 〒      

5 

(第 種) 

 〒      

6 

(第 種) 

 〒      

7 

(第 種) 

 〒      

8 

(第 種) 

 〒      

9 

(第 種) 

 〒      

10 

(第 種) 

 〒      

備考 1 本表には、特定排出者が設置している全ての特定事業所について必要事項を記載

すること。 

   2 エネルギー管理指定工場等番号の欄には、別途経済産業大臣による指定が行われ

ている場合に記載すること。 

   3 事業所において行われる事業の欄には、日本標準産業分類の細分類に従って事業

コード及び事業の名称を記載し、二以上の業種に属する事業を行う事業所にあって

は、そのうちの主たる事業を記載すること。 

   4 本表に記載した特定事業所については、当該事業所ごとの温室効果ガス算定排出

量等を、別紙を添付することにより報告すること。 

(別紙)【特定事業所単位の報告】 

 事業所番号  

(ふ り が な) 

事 業 所 の 名 称 
 

(前回の報告における名称)  

(ふ り が な) 

所 在 地 

 

〒   ― 

 
都道

府県 
 

市区

町村 
 

 

事業所において行われる事業  

特 定 排 出 者 コ ー ド           ※  

都 道 府 県 コ ー ド   事 業 コ ー ド     

エネルギーの使用の合理化及び非化石エネル

ギーへの転換等に関する法律に基づくエネル

ギー管理指定工場等番号 

          

温 室 効 果 ガ ス 算 定 排 出 量 別紙第1表のとおり 

権利利益の保護に係る請求の

有無(該当するものに○をする

こと) 

1．有 

2．無 

その他の関連情報の提供の有無 

(該当するものに○をすること) 

1．有 

2．無 

担 当 者 

(問合せ先) 
部 署  

(ふりがな) 

氏 名 
 

電 話 番 号  

備考 1 本別紙は、第6表に記載する事業所ごとに作成すること。 

   2 事業所番号の欄には、第6表の事業所番号を本別紙の各ページに記載すること。 

   3 前回の報告における名称の欄は、変更された場合のみ記載すること。 

   4 事業所において行われる事業の欄には、日本標準産業分類の細分類に従って事業

コード及び事業の名称を記載し、二以上の業種に属する事業を行う事業所にあって

は、そのうちの主たる事業を記載すること。 

   5 特定排出者コード、都道府県コード及び事業コードの欄には、環境大臣及び経済

産業大臣が定めるところにより、それぞれ特定排出者、都道府県及び事業ごとに付

された番号を記載すること。 

   6 権利利益の保護に係る請求の有無の欄は、本報告が法第27条第1項の請求に係る

ものである場合は「1．有」に○をすること。 

   7 その他の関連情報の提供の有無の欄は、法第32条第1項の規定による情報の提供

がある場合は右欄「1．有」に○をすること。 

 事業所番号  

別紙第1表 特定事業所に係る温室効果ガス算定排出量 

温室効果ガス算定排出量 

①エネルギー起源

CO2 

 

 

 

t―CO2 

②非エネルギー起

源CO2(③を除く) 

 

 

 

t―CO2 

③廃棄物の原燃料

使用に伴う非エネ

ルギー起源CO2 
 

 

t―CO2 

④メタン 

 

 

 

 

t―CO2 

⑤N2O 

 

 

 

 

t―CO2 

⑥HFC 

 

 

 

 

t―CO2 

⑦PFC 

 

 

 

 

t―CO2 

⑧SF6 

 

 

 

 

t―CO2 

⑨NF3 

 

 

 

 

t―CO2 

⑩エネルギ

ー起源CO2 
(発電所等配

分前) 

 

t―CO2 

備考 1 ①～⑩の欄には、それぞれ次に掲げる量を記載すること。 

    ① エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素の温室効果ガス算定排出量 

    ② 二酸化炭素の温室効果ガス算定排出量(①及び③を除く。) 

    ③ 廃棄物の原燃料使用に伴って発生する二酸化炭素の温室効果ガス算定排出量 

    ④ メタンの温室効果ガス算定排出量 

    ⑤ 一酸化二窒素の温室効果ガス算定排出量 

    ⑥ ハイドロフルオロカーボンの温室効果ガス算定排出量 

    ⑦ パーフルオロカーボンの温室効果ガス算定排出量 

    ⑧ 六ふっ化硫黄の温室効果ガス算定排出量 

    ⑨ 三ふっ化窒素の温室効果ガス算定排出量 

    ⑩ エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素の温室効果ガス算定排出量(発

電所等配分前) 

   2 ①の欄には、次に掲げる量(他人への電気又は熱の供給に係るものを除く。)の合

計量を記載すること。 

     (1) 燃料の使用に伴って発生する二酸化炭素の排出量 

     (2) 電気の使用に伴って発生する二酸化炭素の排出量 

     (3) 熱の使用に伴って発生する二酸化炭素の排出量 

   3 ①の量に、備考の2(2)に掲げる量が含まれる場合は、本表に加えて別紙第2表に

も必要事項を記載すること。 

   4 ③の欄には、次に掲げる活動に伴って発生する二酸化炭素の排出量の合計量を記

載すること。 

     (1) 廃棄物の焼却(当該廃棄物が燃料(廃棄物を原材料とする燃料を除く。)に

代えて燃焼の用に供される場合に限る。)又は次に掲げる用途への使用 

      イ 廃ゴムタイヤに含まれる鉄を製品の原材料として使用する用途 

      ロ 廃プラスチック類を高炉において鉄鉱石を還元するために使用する用途 

      ハ 廃プラスチック類をコークス炉において自らの使用に係るコークス又は

炭化水素油を製造するために使用する用途 

     (2) 廃棄物を原材料とする燃料の使用 

   5 ⑥及び⑦の欄には、地球温暖化対策の推進に関する法律施行令に定める温室効果

ガスであるハイドロフルオロカーボンである物質の温室効果ガス算定排出量及び

パーフルオロカーボンである物質の温室効果ガス算定排出量について、それぞれそ

の合計量を記載すること。 

   6 ⑩の欄は、本別紙に係る特定事業所が、主たる事業として行う電気事業の用に供

する発電所又は主たる事業として行う熱供給事業の用に供する熱供給施設を設置

している場合に記載すること。 

   7 ⑩の欄には、備考の2(1)に掲げる量を記載すること。 

   8 本報告に係る特定事業所がエネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの

転換等に関する法律に基づく報告によってエネルギーの使用に伴って発生する二

酸化炭素の排出量について報告を行ったとみなされる場合は、①及び⑩の欄には記

載する必要はないこと。 
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 事業所番号  

別紙第2表 エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素のうち、他人から供給された電

気の使用に伴う二酸化炭素の温室効果ガス算定排出量の算定に用いた係数 

係数の値 係数の根拠 

t―CO2／kWh  

備考 本表の各欄には、温室効果ガス算定排出量の算定において他人から供給された電気

の使用に伴う二酸化炭素の排出量の算定に用いた係数について、当該係数の根拠及び

係数の値を記載すること。 

 

 

 

別紙第3表 法に基づく命令に定める算定方法又は係数と異なる算定方法又は係数 

温室効果ガスである物質の区分 当該算定方法又は係数の内容 

  

  

  

  

  

  

  

備考 1 本表の各欄には、法に基づく命令に定める算定方法又は係数と異なる算定方法又

は係数を用いた場合に、当該算定方法又は係数を用いた温室効果ガスである物質の

区分を記載し、当該算定方法又は係数の内容について説明すること。 

   2 他人から供給された電気の使用に伴う二酸化炭素の温室効果ガス算定排出量の算

定に用いた係数については、別紙第2表に記載すること。 

様
式
第
１
の
２
（
第
６
条
及
び
第
１
５
条
関
係
）

様式第1の2（第6条及び第15条関係）（平19内府総省法省外財文科厚労農水経産国交環省防省令1・追加、平21内府総省法省外財文科厚労農水経産国交環省防省令1・平28内府総省法省外財文科厚労農水経産国交環省防省令4・令元内府総省法省外財文科厚労農水経産国交環省防省令3・令3内府総省法省外財文科厚労農水経産国交環省防省令1・一部改正）※受理日年月日※整理番号※結果※決定通知日年月日権利利益の保護に係る請求書年月日事業所管大臣（地方支分部局長）殿請求者（ふりがな）住所〒（ふりがな）氏名（法人にあっては名称及び代表者の氏名）地球温暖化対策の推進に関する法律第27条第1項の規定により、同法第26条第1項の規定による報告に係る温室効果ガス算定排出量に代えて、同法第27条第1項で定めるところにより合計した量をもって同法第28条第1項の規定による通知を行うことを請求します。公にされることにより権利利益が害されるおそれがあると思料する温室効果ガスの名称及び温室効果ガス算定排出量又は調整後温室効果ガス排出量若しくは第4条第2項第12号に掲げる事項（温室効果ガスの名称）t―CO2権利利益が害されるおそれがあると思料する理由権利利益が害されるおそれがあると思料する理由の根拠となる事実備考1※の欄には、記載しないこと。2本様式は、請求に係る温室効果ガスである物質ごとに作成すること。3権利利益が害されるおそれがあると思料する理由の根拠となる事実に関しては、事実を証する書類を添付することができる。4本様式の用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。一三九・73・二三一三九・73・二四

 

様
式
第
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び
第
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係
）
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様
式
第
３
　
削
除

様
式
第
４
（
第
２
２
条
の
３
第
１
項
関
係
）

様式第4（第22条の3第1項関係）（平30内府総省法省外財文科厚労農水経産国交環省防省令1・全改、令元内府総省法省外財文科厚労農水経産国交環省防省令3・令3内府総省法省外財文科厚労農水経産国交環省防省令1・一部改正）※受理日年月日※整理番号電子情報処理組織使用届出書年月日（地方環境事務所長）殿（経済産業局長）（ふりがな）提出者住所〒（ふりがな）氏名（法人にあっては名称及び代表者氏名）地球温暖化対策の推進に関する法律第26条第1項の規定による報告及び第32条第1項の規定による提供に係る電子情報処理組織の使用について届け出ます。作成担当者連絡先特定排出者コード（ふりがな）特定排出者の名称（ふりがな）〒所在地担当者部署（ふりがな）氏名電話番号メールアドレス備考1※の欄には、記入しないこと。2宛先の欄には、特定排出者の主たる事業所の所在地を管轄する地方環境事務所長又は経済産業局長を記載すること。3特定排出者コードの欄には、環境大臣及び経済産業大臣が定めるところにより、特定排出者ごとに付された番号を記載すること。4本様式の用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
５
（
第
２
２
条
の
３
第
３
項
関
係
）

様式第5（第22条の3第3項関係）（平30内府総省法省外財文科厚労農水経産国交環省防省令1・全改、令元内府総省法省外財文科厚労農水経産国交環省防省令3・令3内府総省法省外財文科厚労農水経産国交環省防省令1・一部改正）※受理日年月日※整理番号電子情報処理組織使用変更届出書年月日（地方環境事務所長）殿（経済産業局長）（ふりがな）提出者住所〒（ふりがな）氏名（法人にあっては名称及び代表者氏名）地球温暖化対策の推進に関する法律第26条第1項の規定による報告及び第32条第1項の規定による提供に係る電子情報処理組織の使用について、以下のとおり変更がありましたので届け出ます。変更事項変更前変更後作成担当者連絡先特定排出者コード（ふりがな）特定排出者の名称（ふりがな）〒所在地担当者部署（ふりがな）氏名電話番号メールアドレス備考1※の欄には、記入しないこと。2宛先の欄には、特定排出者の主たる事業所の所在地を管轄する地方環一三九・77一三九・77・二境事務所長又は経済産業局長を記載すること。3特定排出者コードの欄には、環境大臣及び経済産業大臣が定めるところにより、特定排出者ごとに付された番号を記載すること。4本様式の用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。

 

様
式
第
６
（
第
２
２
条
の
３
第
３
項
関
係
）

様式第6（第22条の3第3項関係）（平30内府総省法省外財文科厚労農水経産国交環省防省令1・全改、令元内府総省法省外財文科厚労農水経産国交環省防省令3・令3内府総省法省外財文科厚労農水経産国交環省防省令1・一部改正）※受理日年月日※整理番号電子情報処理組織使用廃止届出書年月日（地方環境事務所長）殿（経済産業局長）（ふりがな）提出者住所〒（ふりがな）氏名（法人にあっては名称及び代表者氏名）地球温暖化対策の推進に関する法律第26条第1項の規定による報告及び第32条第1項の規定による提供に係る電子情報処理組織の使用の廃止について、以下の事項を届け出ます。識別符号作成担当者連絡先特定排出者コード（ふりがな）特定排出者の名称（ふりがな）〒所在地担当者部署（ふりがな）氏名電話番号メールアドレス備考1※の欄には、記入しないこと。2宛先の欄には、特定排出者の主たる事業所の所在地を管轄する地方環境事務所長又は経済産業局長を記載すること。3識別符号の欄には、第22条の3第2項に基づき、地方環境事務所長及び経済産業局長が付した識別符号を記載すること。一三九・77・三一三九・77・四4特定排出者コードの欄には、環境大臣及び経済産業大臣が定めるところにより、特定排出者ごとに付された番号を記載すること。5本様式の用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。
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